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核廃棄物最終処分場候補地を常陸大宮市に申し入れ



常陸大宮市は全域グリーン、一部濃いグリーン
（火山・活断層が無い）

⇒ 文献調査の実施見込みがあることを確認
（8月24日のNUMOの経産省への回答）

NUMO 説明資料



火山・活断層は心配ないのか？

火山

茨城県は火山前線より東にある

⇒火山前線が東に移動しないかぎり火山は発生しない

⇒火山については、安全と判断できる

※袋田の滝・男体山には中新世の海底火山がある



棚倉構造線を考える

ChatGPT
啓林館・地学

棚倉構造線＝日本列島を袈裟懸けに切る巨大断層
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画像：Google Earth

➢棚倉断層は，
・ 3～4kmの間隔で
 NNW-SSE方向に
並走する２条の断層.

➢棚倉断層に沿って
 いくつかの堆積盆が
 形成されている．

棚倉町

常陸太田市
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常陸大宮市における想定地震災害

https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/data/doc/1750746051_doc_126_0.pdf#page=6

2019



2011年東北地方太平洋沖地震以降の
茨城県での地震状況の変化

棚倉構造線や周辺の複雑な断層
⇒応力変化・地下流体・既存の弱面の組み合わ
せによって個別に再活動する可能性



現在の科学的特性マップだけでは安全性は判断できない

〇 2024年能登半島地震
⇒ 好ましい地域で大きな変形が発生している
⇒ このマップだけでは適地を絞り込めない

https://www.jishin.go.jp/resource/column/column
_24spr_p02/?utm_source=chatgpt.com

〇 2008年岩手宮城内陸地震
⇒ 「未知の活断層」による地震
⇒ 「古い地質断層」が動いた



地質からの問題

１ 新生代地層の問題
２ ジュラ紀付加体の問題



棚倉構造線に沿った新生代堆積盆

？

１ 新生代地層の問題



18

原電資料(2025)



土地分類基本調査「常陸大宮・烏山」(2003)



ジュラ紀付加体
新生代堆積層



茨城大学(1992)

新世代堆積物の問題点



常陸大宮・常陸太田地域の新生代地史
約17 Ma の横ずれ堆積盆形成から、海進・海底火山活動・鮮新世の被覆まで

中新世 →  鮮新世

1 盆地形成

約17 Ma ・横ずれ

両地域 堆積盆の形成

作用 断層運動で沈降域が発生

2 陸成層

湖沼・河川・扇状地

大宮 国長層

太田 北田気層

3 大規模火砕流

盆地を広く埋積

大宮 小貝野層

太田 大沢口凝灰岩

4 河川系

河川・氾濫原

大宮 桜本層

太田 浅川層（下部）

5 海進

汽水域・浅海

大宮 玉川層

太田 浅川層（上部）

6 海底火山

デイサイト質活動

太田 男体山火山活動

環境 浅海～海底で噴出

7 外洋化

陸棚～沖合

大宮 坂地層・荒屋層

太田 大門・瑞龍・源氏川層

8 不整合と被覆

変形・侵食ののち

両地域 鮮新世の久米層

意味 中新統を不整合に覆う

常陸大宮 常陸太田 概念図：層厚・年代幅は非比例。地層対比は地域差を単純化して表示。

堆積環境は「陸域 → 浅海 → 陸棚・沖合」へ変化し、火砕流・海底火山活動が挟まる



➢ 泥岩だけが均質に厚く溜まるような均質な堆積盆ではなく、堆積環境は頻繁に替わっていた。

➢ 棚倉断層帯の運動に伴って形成された堆積盆に、砂岩・礫岩・泥岩・凝灰岩・火山角礫岩が
複雑に組み合わさって堆積した。

➢ 複雑な岩相の組み合った地層中を地下水が数万年にわたり十分遅く、安定して流れることを
保証できない

⇒ 既存の文献に基づいても、常陸大宮地域に分布する新生代の地層を、安定した放射性廃棄
物の処分母岩と評価することはできない

新世代の地層の評価



土地分類基本調査「常陸大宮・烏山」(2003)

２ ジュラ紀付加体の問題





笠井ほか(2000)
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笠井ほか(2000)
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付加体とは何か

よそからやってきて日本列島を作った地層

斎藤(1992)



ジュラ紀付加体の評価

➢付加体形成時およびその後の変形で断層・亀裂が形成される

➢それらが、地下水の優先的な移行経路となる可能性がある

➢透水性は空間的・方向的に著しく不均質で、長期的な地下水流動経路の予測には大きな不確実性を
伴う

⇒ 既存の文献に基づいても、常陸大宮地域に分布する新生代の地層を、安定した放射性廃棄

物の処分母岩と評価することはできない



常陸大宮市下に分布する、
岩相的にも構造的にも不均一な
地層の中に巨大な地下施設構築は
不可能

東京ドームに換算

210個分！

NUMO説明資料(20260904)



まとめ

➢東日本大震災以降、茨城県北部で浅い震源の地震が頻発している

これを評価の対象にするべき

➢棚倉構造線がこれらに連動する可能性があり、常陸大宮市では被害が想定されている

（茨城県地震被害想定調査, 2019) ⇒ 論理的矛盾

➢常陸大宮市に分布する地層（新生代地層、ジュラ紀付加体）は、既存の研究からも、

地下水流動に対して安定性を欠き、高レベル放射性廃棄物処分母岩として評価でき

ない

➢「科学的特性マップ」は、安全の絶対的基準ではない



1981

『我々が発展させてきたのは、「使い棄
て」の文明である。
しかし、そこから使い棄てられないものが
生み出されたというのが、本質的な困難な
のだ。』

第7章

放射性廃棄物問題
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